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S24 

土地改良法制定 

S36 

農業基本法 

S45 

総合農政 

H4 

新政策 

H11 

新基本法 H13 

土地改良法の改正 

生産性の向上と 
農業生産の選択的拡大 

構造政策の推進 
農村の定住条件 
の整備 

食料の安定供給の確保 
農業の持続的な発展 
農村の振興 
多面的機能の発揮 

環境との調和への配慮 
地域の意向の重視と地域との連携 
土地改良区の役割の一層の発揮 

【農政の動き】 

昭和35年 平成3年 平成11年 平成17年 

H17  
新たな食料・農業・ 
農村基本計画 

食糧増産 

【事業の展開方向】 

●未整形から標準区画（30a）への整備 

 （S38：ほ場整備事業） 

≪農政と一体となった事業展開≫ 

●生産基盤と一体的な農村の生活環境整備 

 （S52：農道整備事業の整理統合） 
 （S58：農業集落排水事業） 

戦後の食糧危機 

S44：開田抑制 
S48：第一次石油危機 

←

H5：ガット・ウルグアイ・ラウンド農業合意 

H4：生活大国5ヶ年計画 

●大区画水田（1ha）の整備 

 （H1：低コスト大区画ほ場整備事業） 

●基盤整備を契機とした担い手の育成 

 （H5：担い手育成基盤整備事業） 
●魅力ある田園づくりによる都市との共生 

 （H11：田園整備事業） 

●認定農業者などの経営体の育成 

 （H15：経営体育成基盤整備事業） 

【国民のニーズ】 

食の量の確保 食の量から質を重視 食の多様化 食の安全・安心確保 

【農村のニーズ】 

増産重視 生活環境改善 都市並みの生活環境 地域の個性を活かした魅力ある美しい農村づくり 

H13：BSE発生 

H16：鳥インフルエンザ発生 

S35：国民所得倍増計画 
S37：全国総合開発計画 

●地域の自主性、裁量性を活かす農村づくり 

 （H13：農村振興総合整備事業） 

H9：環境影響評価法 

H14：バイオマス・ニッポン総合戦略 

S54：第二次石油危機 

●減農薬などの環境保全型農業の支援 

（H16：地域農業保全型農業推進総合整備事業） 
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H16 米政策改革 

●生態系保全型の水田整備の全国的な展開 

（H13：生態系保全型水田整備推進事業） 

２．事業の変遷 

H17 経営所得安定
対策等大綱 



       耕地整理法 明治32年 政府制定 

              耕地整理事業開始 

         耕地整理講義 明治38年 講義ノートをまとめた著書 

          上野英三郎 1872.1.19～1925.5.21    

               忠犬ハチ公 

関東大震災 東日本大震災の復興には 不可欠な技術 
 

   官    学  くにの仕事を支える学問・技術   



Ｓ２４ 新制宮崎大学農学部 

               農学科 農業工学講座での農業土木 

Ｓ３６  農業基本法  

Ｓ３８    農業工学科 農業土木３講座  同時期他大学にも 

             くろつち同窓会発足 

  Ｓ５８．３.28 山村着任(船塚キャンパス) 

                       同日新キャンパス起工式 

   Ｓ５９．１０  新キャンパス(木花) 移転 

Ｈ１     農林生産学科 生産環境工学コース 

Ｈ１１  食料・農業・農村基本法 

Ｈ１２    地域農業システム学科 生産環境造成学講座 

Ｈ２２    植物生産環境科学科・森林緑地環境科学科 

                 学内くろつち同窓会解体 



 

 専門科目教育 

    必修科目の設定    設定科目数の変遷 

 ＪＡＢＥＥ教育 

   専門プログラム教育 グローバルスタンダード 基準 

   Ｈ１１年頃をピークに各大学で検討 

           宮崎大学はこの流れに乗らない選択 

   Ｈ１２年改組で農学部は学生の主体性を尊重し選
択科目を主とする教育システムに変更（ただし応用生
物科学科は別，現在もＪＡＢＥＥ教育を実施継続） 



 

  農業農村整備事業との関わり 

  農業土木バッシングの時期  １０年位つづく 

      生態系破壊の根源 

        コンクリ-ト三面水路は自然水路に 

                 湿原の回復を 

                水理上最有利断面はどうなった 

    １９９１田園計画インスティテュート 

            Aｺｰｽ（講義課程）修了証書 H3.7.27 

 

     講義：資料 農業農村整備 指針             



 井上重光氏  農業土木技師  日陰用水他 
            宮崎県土地改良史編集執筆 

 

 中原通夫氏  青鹿ダム設計  卒業論文テーマ 
           大地への刻印 同英訳書 執筆 
           他 農業水利に関する諸資料作成 

 

 長友 要氏   高千穂出身 

                 学生時代に出会い門川防災ダム建設中 
                    大学移転後清武川に農道橋建設 









宮崎県文書センター所蔵文書 

















  昭和１０年設計 

                                       
設計者 ３名 

  農林技師 井上重光 





                                                          

明治１６年創立 

                              

日陰用水組合規約 
    日陰用水組合 
 

                
                                 

個人所蔵文書 









 新用水路開サク之定約 明治１６年 

             日陰用水     個人所蔵文書 





ストックマネージメントと 

               地下水利構造物 











口蹄疫災禍   ２０１０年 初期発生中心唐瀬原 
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2011年、宮崎県全域 

で続く少雨による水不
足が問題 
 
 

川南原土地改良区が 
取水する渡川ダムも 
枯渇 
 
 



川南原土地改良区について 
小丸川、名貫川に挟まれた洪積台地 

川南町 

水田
680haを
管理 

渡川ダム 

尾鈴山 

小丸川 

名貫川 

日本三大
開拓地 
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貯水位の変化と降雨量 
（mm） 

2011年1月～5
月 

貯水位（m） 

3/10 土地改良区取水開
始 

貯水率
0% 











大蘇ダム     




























































